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研究成果の概要（和文）：アジア諸国において共有可能な標準契約モデルのスコープを検討し、各国の特徴と運用を妨
げない契約システムのあり方を構築し、アジア諸国の契約システムが、望ましい公共調達制度を目指して継続して改善
を行えるようガイドラインの考え方を示した。また、公共調達標準契約モデル導入による効果と課題を明らかにするた
め、それぞれの国内市場に及ぼす影響、アジア諸国を含めた世界市場に及ぼす影響等を評価した。公共調達標準契約モ
デルの構築とこれを運用する契約システムの開発がこれらを推進する有力な手段となることが期待される。

研究成果の概要（英文）：The objective of this research is to develop a general contract model which can 
be applied for public procurement in Asia. The scope of general contract model which can be shared in 
Asia was investigated based on the comparative analysis on contextual and cultural issues in practices of 
public procurement in Asian countries. A general concept of contract system with a guideline for 
continuous improvement was proposed to achieve a rational public procurement system in Asia. Effects and 
problems on domestic and international market by introducing the new contract system were also examined 
It is expected that the proposed model and contractual system will result in better infrastructure 
development in Asia.

研究分野： 建設マネジメント
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１．研究開始当初の背景 
アジア地域の今後益々の発展のためには、

必要なインフラ整備事業を早期に実施する
必要があり、我が国建設産業や土木技術者が
貢献すべき分野や領域は未だ大きく残され
ている。一方で、国内外の公共調達制度は大
きく異なると言われ、国際機関等が実施する
ODA 等の公共事業は、一般に欧米の契約モデ
ルや技術基準等が多くの場合用いられてい
る。しかし、契約文化がそれぞれ異なる地域
においては、様々な運用がされており、アジ
ア諸国の契約文化に根差した新しい公共契
約モデルが求められているとも言える。現在、
我が国で検討されている公共調達制度の再
構築で目指すべき目標のひとつとして、アジ
ア諸国の範となるべき公共契約モデルを示
すことであり、このことは、将来の我が国の
建設産業にとっても益することが大きいも
のと期待される。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、アジア地域における公
共調達の標準契約モデルを開発すること
である。 
アジア諸国の公共調達において共通して
適用可能な契約システムを構築するため、
公共事業における主要なアクターとそれ
らの間の契約構造、アクターの行動様態、
契約を取り巻く環境特性等を明らかにし、
アジア地域の調達規則の原型となる公共
契約の標準モデルを提案する。 

 
３．研究の方法 
（１）アジア諸国（台湾・インド・インドネ
シア・ベトナム・ミャンマー等）における契
約構造・契約文化・契約制度に影響を与える
周辺の環境特性の計測を行い、日本も含めて
各国の特徴を明らかにする。 
 
（２）アジア諸国において共有できる標準契
約モデルのスコープを検討し、アジアで共有
できる契約システムのあり方を構築する。契
約システムのあり方を検討する際には、契約
当事者の利害関係だけでなく、公共事業によ
って恩恵を受ける各国の国民にとって望ま
しい状態が長期的に実現されるかどうかの
視点（三方良しの精神）を取り入れる。 
 
（３）公共契約標準モデルの検証を行い、各
国の公共建設市場の状況に応じて、その運用
方法についても併せて提案を行う。さらに、
この公共契約標準モデルを活用することに
よる市場への影響を評価し、その意義につい
ても確認する。 
 
 
４．研究成果 
（１）アジア諸国の契約システムの評価 
 契約システムを特徴づける、関係するアク
ター間の契約構造、契約の運用を支配する契

約文化、契約制度とその運用に影響を与える
周辺の環境特性を計測、評価し、アジア諸国
の特徴を明らかにした。 
 
（２）アジア諸国において共有できる契約モ
デルのシステム開発 
①得られたアジア諸国の契約特性の比較分
析の結果から、共有可能な標準契約モデルの
スコープを検討し、各国の特徴と運用を妨げ
ない契約システムのあり方を構築。 
 
②アジア諸国の契約システムが、望ましい公
共調達制度を目指して継続して改善を行え
るようガイドラインの考え方を提示。 
 
（３）公共調達標準契約モデルの構築と検証 
公共調達標準契約モデルを導入することに
よる効果と課題を明らかにするため、それぞ
れの国内市場に及ぼす影響、アジア諸国を含
めた世界市場に及ぼす影響等を評価。 
 
公共調達標準契約モデルの構築とこれを運
用する契約システムの開発がこれらを推進
する有力な手段となることが期待される。 
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